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４ 現在まで続く「水道みち」 
 

水質・水量を検討した結果、水源としたのが相模

川の上流、津久井郡三井村（現在の相模原市緑区三

井）です。この水源から横浜村の高台の野毛山浄水

場（現在の野毛山配水池）まで、約 44km に及ぶ旧導

水管上の道を「水道みち」といいます。 

この水道創設水道導水路（水道みち）は、相模原

市・大和市・町田市と横浜市が協定を結び、緑道と

して整備されています。道に沿って、水道施設の概

要をわかりやすく説明した看板が 26 か所に設置さ

れ、歩きながら当時の様子に思いを馳せることがで

きるのです。 

「運搬手段がなかった水道創設当時、鉄管や資機

材の運搬用としてレールを敷き、トロッコを使用し

水道を敷設しました。横浜市民への給水の一歩と近

代消防の一歩を共に歩んだ道です。（看板より抜粋）」

（横浜市水道局） 
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